
14

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
開
講
！

〜
市
民
の
豊
か
な
学
び
の
た
め
に
〜

去
る
９
月
22
日
（
金
）、
旧
自
治

医
大
周
辺
下
水
道
組
合
事
務
所
に

お
い
て
、「
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
、
29
名
の

参
加
を
得
て
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
全
６
回
に
わ
た
る
講
座
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
公
民
館
な
ど
の

社
会
教
育
施
設
や
学
校
・
地
域
で
、

生
涯
学
習
講
座
を
企
画
・
運
営
し
、

平
成
19
年

下
野
市
成
人
式
に
つ
い
て

輝
か
し
い
２
０
０
７
年
の
新
春

に
、
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
ら

れ
ま
す
皆
様
、
成
人
式
を
左
記
に

よ
り
挙
行
し
ま
す
。

●
日
　
時

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
〜

開
式
　
午
前
10
時
〜

●
会
　
場

南
河
内
地
区:

南
河
内
公
民
館

石
橋
地
区:

グ
リ
ム
の
館

国
分
寺
地
区:

国
分
寺
公
民
館

こ
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
有

志
の
皆
さ
ん
で
組
織
し
ま
し
た

『
新
成
人
の
つ
ど
い
を
考
え
る
会
』

が
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

●
対
象
者

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
案
内
状
に
つ
い
て

市
内
在
住
の
方
に
は
、
10
月
中
旬

に
発
送
し
ま
し
た
。
10
月
１
日
現
在
、

当
市
に
住
民
票
の
な
い
方
（
市
外
転

出
者
ま
た
は
そ
れ
以
降
の
転
入
者
な

ど
）
は
、
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。
出

席
を
希
望
す
る
方
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
２
階
）

1
（
52
）
１
１
１
９

5
（
52
）
２
６
２
４

生
涯
学
習
の
推
進
役
と
な
る
コ
ー

デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

第
一
回
目
は
、
宇
都
宮
大
学
助

教
授
佐
々
木
英
和
先
生
を
迎
え
、

学
び
を
通
じ
て
社
会
に
関
わ
る
こ

と
の
楽
し
さ
、コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
ト
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
び
、10
月
19
日

（
木
）の
第
二
回
目
で
は
、各
公
民
館

の
社
会
教
育
指
導
員
よ
り
講
座
の

開
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

「
市
民
力
」養
成
講
座
開
講
！

〜
市
民
と
行
政
の
協
働
に
向
け
て
〜

去
る
10
月
２
日（
月
）、旧
自
治
医

大
周
辺
下
水
道
組
合
事
務
所
に
お

い
て
、「
市
民
力
養
成
講
座
」
”人

つ

な
ぎ
・
ま
ち
づ
く
り
塾
２
０
０
６

in
下
野
市

“が
、
43
名
の
参
加
を
得

て
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
全
６
回
に
わ
た
る
講
座
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
」
と
し
て
、
様
々
な
分

野
で
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
項
を

学
習
す
る
の
が
主
な
目
的
で
す
。

第
一
回
目
は
、
宇
都
宮
大
学
教

授
の
廣
瀬
隆
人
先
生
を
迎
え
て
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
は
!?
市
民
と
行
政

の
協
働
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
参
加
し
た
受
講
生

の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
活
動
状
況

や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
な
ど
活

発
な
情
報
・
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
学
習
活
動

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

〜
下
野
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
活
動
中
〜

私
た
ち
、
下
野
市
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡

会
（
代
表:

五
十
畑
　
直
）
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
学
習
活
動
、
地
域

活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
学
習
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
本
年
５
月
、
市
内

在
住
の
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

有
資
格
者
及
び
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
修
了
者
の
有

志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
学
び
た
い
、
こ
ん

な
活
動
を
し
て
み
た
い
と
、
思
わ
れ

た
方
、
地
区
毎
に
担
当
が
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
・
事
務
局

生
涯
学
習
課

1
（
52
）
１
１
１
９
（
福
田
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集
！

放
送
大
学
で
は
、
平
成
19
年
度

第
１
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
生
涯
学
習

や
退
職
後
の
生
き
が
い
作
り
と
し

て
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年

以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
取
得

し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

を
取
得
で
き
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９
―
０
９
４
３

宇
都
宮
市
峰
町
350
（
宇
大
内
）

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

1
０
２
８
（
632
）
０
５
７
２

5
０
２
８
（
632
）
０
５
７
０
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